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“あねがさき"か“あねさき"か国鉄内房線の駅名が“姉

ケ崎"となっているために対外的には前者の呼び方が知られ

ているようであるが本来の地名は姉崎で後者の呼び方が正し

いとのことである.市原市役所に登録されている地名及び国

土地理院5万分のユ地形図の呼び方も姉崎(あねさき)となっ

ている.

地形･地理本地域の南東側には上総丘陵が北酉側には下

総台地添発達する.下総台地は蛇行しながら東京湾に注ぐ

小櫃川と養老川によって南西側より木更津台地･袖ケ浦台

地･市原台地に細分される1小櫃川と養老川のまわりには

河岸段丘と沖積低地カミまとまって分布する.東京湾が北西端

に一部顔を出すが湾岸には石油コンビナｰトの林立する埋立

地が広がりかつてののどかな漁業地帯は一大〕二業地へと変貌

している.内房線に近い北西側は首都通勤圏に組込まれ近年

急速に宅地開発が進行しつつある･一方南東側を中心とす

る大部分の地域は昔ながらの農村風景が残り人口増加の兆し

も認められない･ただゴノレフ場だけは丘陵や台地の上に数多

く造成され都会の人たちの裏庭的な存在ともなっている｡

分布する地層本地域南東側の丘陵地域には上総層群と呼ば

れる一連の海成層が分布する.これらの上総層群には下か

ら国本層の中部と上部･柿ノ木台層･長南層･笠森層金剛

地層の諸累層が含まれる､一方北酉側の下総台地には下位

より地蔵堂層･藪層･上泉層･清川層･横田層･木下層姉崎

層の7累層からなる下総層群が分布する･このうち下位の6

累層はいずれも下部が淡一汽水成の泥質層(礫･砂も含む)

上部が貝化石を多産する浅海成の砂層からなる類似した堆積サ

イクルを示し下総層群の堆積作用の基本的な特徴となってい

る.またこれらの累層名の大部分は古くからの貝化石産地

に由来している.最上位の淡水成層のみからなる姉崎層とそ

の下位の木下層は下位の層準と不整合で接するとともにそ

れらの堆積面はそれぞれ異なった地形面(姉崎面と木下面)を

形成している.養老川や小櫃川の流域には上総層群や下総層

群を削って段丘堆積層や沖積層がかなりまとまって分布してい

る.なおBRUNHEs-MATUYAMA古地磁気境界(約70万年前)

は上総層群国本層の中部の基底付近にあることから本地域

には中期更新世以降の地層が広く分布していることになる.

地層の構造本地域に分布する地層は上総層群･下総層群を

通して東京湾岸に近づくほど上位の地層カミ分布するという形

態を示す.すなわち走向が北東一南西で北酉に緩傾斜する一

般構造で下位の地層ほど傾斜が急であるがそれでも最大6
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度前後である.この一般走向に斜交する形で西北西一東南東

ないし東西方向に伸びた浪曲構造(袖ケ浦波曲構造)が認めら

れる.小櫃川や養老川が河口近くで北流から西流へ向きを変

えるのもこの浪曲構造の形成によるものかもしれない.
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